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道路交通法の 一部 ガ 改正され、 平成 12 年 4 月 ガら 、 6 歳未満の乳幼児 ガ 自動車 
に 乗車する場合は 、 チマイルドシートの 着用 ガ 義務づけられま す 。 

岡垣町でほ、 チャイルドシートの 普及促進と乗車中の 幼児の安全確保、 交通事故の軽減を 目的とし 
て、 チャイルドシート 購入に対して 補助金を交付します " 
■受付期間 平成 l5 年 3 月引日 ( 月 ) まで 
■交付対象者 平成Ⅱ年 7 月㍑ 日 以降に購入され 仁人で、 いずれかの条件を 満にしていること。 
① 岡垣町に住所があ り、 チャイルドシート 購入時、 6 歳未満の幼児と 同居し、 生計を維持している 

父母などその 世帯員で車を 所有している 人 
⑦ 運輸省が定める 安全基準に適合しにチャイルドシート [ ベビーシート・ジュニアシートを 含み、 中 

古品を除く ) を 自家用車に装着するため、 購入し仁人 
■補助金交付 額 幼児 l 人につき l 回 限りとし、 チャイルドシート 購入費用の 2          以内で、           

円を限度とします。 
■申請に必要なもの 

0 岡垣町チャイルドシート 購入費補助金交付申請書 
0 領収書 

( 日付およびチャイルドシート 代が明記されに 領収書 ) 
0 品質保証書およ ぴ 取扱説明書、 そのほかチャイルドシートの 製造元   品名などが確認できる 書類 

0 車検証の写し 

0 申請者の口座振込先の 銀行名、 口座番号 
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Ⅰ
Ⅰ
 

県
 

防
や
 

開
催
 

と
 

時
か
 

と
こ
 

内
 

の
体
 

対
象
 つ

 し
よ
に
覚
え
ま
せ
ん
 ガ
 

「
み
ん
な
の
 体
提
廿
 

社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
 

教
育
委
員
会
で
は
、
病
気
の
予
 

体
ガ
 づ
く
り
の
た
め
の
講
座
を
 

し
ま
す
。
 

き
 

3
 月
仏
日
（
 土
一
 
午
前
 9
 

6
 正
午
ま
で
 

ろ
 

町
民
体
育
館
 

容
 
0
 ケ
 ア
 ビ
ク
ス
 0
 み
ん
な
 

操
 -
 
、
 

者
 

Ⅸ
 歳
 以
上
の
男
女
 

手続きはお済みです 肋浅一 

 
 

4 月から介護保険制度が 始まりますよ Tl   
⑥ 要 洗髪 渚ら 定の何 % ぱ ・ お 済みで タカ ) グ 

いよいよ 4 月から、 介護保険制度のサービスが 始まります。 岡垣町 

では、 要介護認定の 申請を随時受け 付けています。 
炎 現在、 ホームヘルプサービス や デイサービス、 訪問看護などの 介護 

サービスを利用している 人で、 引き続き 4 月からの 介設 保険サービ 

スを受ける人、 また、 現 - 在はサービスを 利用していないが、 介護が 

ノ、 要で新たにサービスを 受けた い 人は、 要介護認定を 受けることが 
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ス
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 だ
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 介
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業
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用
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す
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事
 す
し
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で
支
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ま
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し
の
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申
し
込
み
 

，
 
問
い
合
わ
せ
 

3
 周
Ⅳ
 

日
 （
金
）
ま
で
に
社
会
教
育
課
社
会
 

体
 

育
 係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
 

当
日
の
参
加
も
受
付
可
能
で
す
。
 

表
彰
し
ま
す
 

優
良
運
転
者
の
皆
さ
ん
 

栃
尾
交
通
安
全
協
会
 

資
格
 
5
 年
以
上
ま
た
は
㏄
 

年
以
 

上
 で
、
い
ず
れ
も
無
害
 

故
無
 
違
反
 

継
続
逆
転
中
の
人
で
、
折
屋
交
通
安
 

全
協
会
員
の
人
 

%
 過
去
に
同
種
の
表
形
を
受
け
た
 

人
 

）
 

ください。 

問い合わせ   傭 お さ 晢証証 福祉課高齢対策 係へ   
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自
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
，
 

前
納
や
口
座
振
替
が
便
利
で
す
よ
 
擦
 
/
 

Q
 

ち
ま
ち
で
す
。
多
い
と
き
収
入
が
月
に
よ
っ
て
ま
 

へ
 

も
あ
れ
ば
少
な
い
と
き
も
あ
っ
て
 

、
 

 
 

 
 

 
 

り
ま
せ
ん
か
。
 

国
民
年
金
は
、
各
年
度
 

A
 
 
料
を
毎
月
納
付
す
る
仕
組
み
を
と
っ
て
い
ま
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
保
険
 

O
 ず

 。
納
付
 
書
 

に
ょ
 
り
銀
行
な
ど
の
窓
口
で
納
め
ま
ず
が
、
預
金
口
座
 

か
ら
毎
月
引
き
 

落
と
し
て
も
ら
 

ぅ
 、
口
座
振
替
の
万
法
も
あ
り
ま
す
。
 

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
預
金
口
座
の
金
融
機
 

関
 に
置
い
て
 

あ
る
口
座
振
替
申
請
書
に
記
入
し
、
預
金
通
帳
 

と
叩
 
か
 ん
を
持
っ
て
 

、
 

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
納
め
に
行
く
手
間
が
 

省
 け
、
 
納
め
忘
れ
 

も
な
く
安
心
で
す
よ
。
 

ま
た
、
一
定
期
間
分
の
保
険
料
を
ま
と
め
で
納
め
て
お
 

く
 、
前
納
 
制
 

度
 が
あ
り
ま
す
。
平
成
は
年
度
は
 

6
 カ
月
分
、
 
1
 年
分
 ま
た
は
平
成
 

比
 

年
 3
 月
分
ま
で
の
保
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前
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る
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と
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ま
 

す
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前
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す
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す
。
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⑨
 

口
座
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し
て
い
る
人
で
前
 

 
 

 
 

 
 

書
を
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ま
す
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ひ
 、
 3
 月
末
ま
 

で
に
福
祉
課
福
祉
仁
ま
 

-
 

く
だ
さ
い
。
平
成
は
年
度
の
納
付
二
 

%
 
-
,
 一
ト
、
 

-
-
-
 

何
分
か
ら
前
納
す
る
場
合
の
納
付
 

期
限
は
、
 
4
 月
花
田
（
金
）
で
す
。
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利
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し
て
く
だ
さ
い
 

デ
イ
サ
ー
ピ
ス
利
用
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募
集
 

福
祉
課
高
齢
対
策
 
係
 

身
体
障
害
者
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設
で
入
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、
創
作
的
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1
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し
で
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だ
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デ
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サ
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新
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す
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0
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作
的
活
動
 0
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能
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利
用
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火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
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 午
前
 9
 時
か
ら
午
後
 5
 時
（
送
迎
 

時
間
を
含
み
ま
す
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利
用
料
金
一
日
五
百
円
 

申
し
込
み
福
祉
課
両
輪
対
策
 係
に
 

置
い
て
あ
る
利
用
 中
王
 叩
 い
に
 ・
記
入
し
、
 

提
出
し
で
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
高
齢
対
策
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ま
た
は
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こ
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の
 里
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イ
サ
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ス
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あ
り
 ガ
 と
う
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い
ま
し
た
 

無
料
結
婚
相
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所
ガ
閉
鎖
 

無
料
結
婚
相
談
所
 

昭
和
 甜
 年
 4
 月
、
元
助
役
小
早
川
 

降
 さ
ん
（
故
人
）
が
、
 寿
屋
 海
老
 澤
店
 

内
に
創
設
し
た
無
料
結
婚
相
談
所
 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
 

ニ
 、
人
生
観
 

結
婚
観
の
変
化
に
押
さ
れ
、
つ
い
に
 

来
た
る
 3
 月
刊
口
を
も
っ
て
窓
口
業
 

務
を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

結
婚
相
談
所
登
録
者
数
は
、
男
性
 

三
百
十
三
人
、
女
性
百
二
十
五
人
を
 

数
え
、
め
で
た
く
成
婚
し
た
カ
ッ
プ
 

か
 は
、
十
数
組
に
及
び
ま
し
た
。
 

閉
鎖
ま
で
期
間
を
残
し
て
い
ま
す
 

が
 、
期
間
内
に
ぜ
ひ
相
談
し
た
い
 人
 

は
 、
至
急
電
話
の
 う
え
 、
お
越
し
く
 

だ
さ
い
。
 

ま
た
、
相
談
不
要
と
な
っ
た
人
の
 

写
真
・
身
上
書
は
お
返
し
し
ま
す
の
 

  

問
い
合
わ
せ
海
老
 澤
 無
料
結
婚
相
 

談
所
 呑
 2
8
3
 １
 8
8
4
7
 
へ
 

        

田
 き
た
い
女
性
を
応
接
し
ま
す
 

「
技
術
者
講
習
会
」
 

県
 女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
 

0
 経
理
（
初
級
）
 

対
象
就
業
希
望
の
女
性
 

釆
 た
だ
し
、
新
卒
者
・
妊
娠
中
の
人
 

出
産
後
 1
 年
未
満
の
人
は
除
き
ま
ず
。
 

講
習
期
間
 
4
H
.
,
 

お
日
 （
久
一
か
ら
 6
 

月
氏
日
ス
巴
の
う
ち
 れ
 日
間
 

%
 主
に
、
 
火
 ・
 水
 ・
金
曜
日
で
す
。
 

と
こ
ろ
県
立
北
九
州
勤
労
青
少
年
 

文
化
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市
小
倉
北
 

区
井
堀
一
 

定
員
 
却
人
 

受
講
料
無
料
 

来
 た
だ
し
、
教
材
究
は
自
己
負
担
で
 

す
 。
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み
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3
 月
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一
木
一
・
Ⅳ
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一
の
午
前
 
9
 時
 か
 

ら
 午
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 5
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ま
で
に
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女
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業
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助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
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3
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1
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へ
 電
話
で
お
 

願
 い
 し
ま
す
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春
 ま
つ
り
 

地
域
振
興
華
商
工
観
光
保
 

「
 呑
 ま
つ
り
」
の
催
し
の
ひ
と
つ
 

 
 

と
し
て
、
 
湯
 Ⅲ
 山
 
（
木
綿
岡
山
）
 の
 

ふ
れ
あ
 
い
 登
山
を
お
か
が
き
登
山
 連
 

盟
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
 

老
若
男
女
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
 

し
て
い
ま
す
。
 

と
き
 
4
 月
 1
 日
（
土
）
午
前
 9
 

時
 西
部
公
民
館
集
合
 

募
集
期
限
 
3
 月
れ
 日
 （
金
一
ま
で
 

持
っ
て
く
る
も
の
 
0
 水
筒
 

米
 参
加
す
る
人
は
 、
 

適
し
た
 

服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
 下
 

山
 後
に
は
、
お
に
ぎ
り
と
記
念
品
を
 

贈
呈
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
 ，
 問
い
合
わ
せ
地
域
 振
 

興
課
 商
工
観
光
保
 へ
 

海
の
中
道
フ
ラ
ワ
ー
 

ピ
 ワ
ニ
 リ
ワ
 20
0
0
 

海
の
中
道
海
浜
公
園
 

今
年
は
、
「
 化
 と
緑
あ
ふ
れ
る
 
未
 

来
 

み
ん
な
の
一
歩
か
ら
」
を
 テ
｜
 

て
 に
 、
 海
の
中
道
フ
ラ
ワ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
 

ク
を
 開
催
し
ま
す
。
 

春
を
代
表
す
る
花
で
公
園
内
を
演
 

出
す
る
ほ
か
、
花
壇
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
 

プ
や
 映
画
上
映
会
な
ど
各
種
催
し
を
 

展
開
し
ま
す
。
 

と
き
 
3
 月
お
日
一
圭
一
か
ら
 5
 月
 

7
 日
一
日
）
の
 蛆
 日
間
 

%
4
 月
№
 日
 （
日
）
・
幻
日
（
 
祝
 ）
・
 
5
 月
 

5
 日
（
 祝
 ）
は
無
料
入
園
予
定
で
す
。
 

/
 

あ
な
た
の
意
見
を
 

間
ガ
せ
て
く
だ
さ
い
Ⅴ
 

「
鑑
賞
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
」
 

岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
 イ
 が
主
催
す
る
 

イ
ベ
ン
ト
を
 鑑
 賀
し
て
い
た
だ
き
、
 

感
想
や
ご
意
見
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
（
年
間
 
托
 何
程
度
一
ま
 

た
 、
年
 3
 回
の
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
 

席
 し
て
い
た
だ
き
、
情
報
の
交
換
を
 

付
 い
ま
す
。
 

募
集
人
数
㏄
 人
 

米
 応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
 

り
ま
す
。
 

モ
ニ
タ
ー
期
間
平
成
は
年
 4
 同
 1
 

日
か
ら
平
成
は
年
 3
 月
末
日
ま
で
 

応
募
締
切
 
3
 月
花
 日
 （
火
）
ま
で
 

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
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電
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番
号
を
明
記
し
、
動
機
を
一
言
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岡
垣
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野
間
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 間
 

垣
 サ
ン
リ
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ア
イ
モ
ニ
タ
ー
 係
 

ま
た
、
 開
圃
 時
間
は
、
 
3
 月
 お
日
 

（
十
一
か
ら
 

5
 月
 2
 日
一
人
一
ま
で
は
、
 

午
前
 9
 時
㏄
分
か
ら
牛
後
 
5
 時
㏄
 分
 

ま
で
、
 5
 月
 3
 日
（
 
祝
 ）
か
ら
 
7
 日
 

（
日
）
ま
で
は
、
午
前
 

9
 時
㏄
分
か
ら
 

午
後
 9
 時
ま
で
 

問
い
合
わ
せ
海
の
中
道
海
浜
分
別
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1 おしらせの ぺ円 
  

市 異書 塞瞥峯容 282-1211  ●囲垣 サ コリーアず古 282-1515 

カ 睡 " 。 "       

執意のあ る 人 て 内正室 日   
祝   公務員、 ただし、 国，地方公共団体の 常勤の国家公務員や 議会の議 地方 し Z つ @   員 、 県政モニター 経験後 5 年未満の 人は 子 興 ムム 午   

人は除きます。 @ 発 
    

⑥任 期 5 月下旬～平成 ]3 年 3 
  の 10   

月末まで ( 予定 ) 
  

⑨ 募 三集 ス貫 200 人 師講と 15 と 文材 講と 時と大串 0 特定 材岸講と 時と 宋 
学料 こか 華 速筆 っ 桝川 こか キ 

口 

人のうえ、 郵送してください。 

⑥ 屈臆 締切 3 月 25 日 土 ) 理 
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年齢・性別・ 電話番号を記入してくだ 
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のでご了承ください。 。 せに 募 今 谷 

●募集期限 3 月 3l 日 ( 金 ) まで 
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むまサ Ⅱ 

[ ヲこやガ さん講座 ]     
「健康体操コース」受講生 「食生活コース」受講生     民 同 埼屋 

運動と健康づくしに 関する話と、 手軽にで 食事と健康についての 話や調理実習を 通じ 

習慣が身につくように 学びます。 
きる健康体操などを 通じ、 からだを動かす て 、 毎日の食生活が   楽しく豊かで、 健康にっ   ながるよ う に学びます。 

皆さんの参加をお 待ちしています。 達ニ 宝 " 笘 き と 4 月 l4 日 ( 金 )- Ⅱ同 l6 日 ( 木 ) までの 盟 
全 l3 回 午前 9 時 40 分 - 午後 0  時 50 分まで 

  

対象者 健康体操に興味のあ る人や運動不足 き と 4 月 l4 日 ( 金 )- Ⅱ同 l6 日 ( 木 ) までの 
だと思っている 人、 運動が苦手だと 思って 全 Ⅱ日 午前 l0 時 - 午後 l 時まで 第準優 （半使（ 
いる人など。 また、 教室終了後、 「運動 普 ところ いこいの 里 調理研修室 ほか 三便 個優 団 

及 推進員」として 地域でボランティア 活動 対象者 教室終了後、 「食生活改善推進員」と 
位勝 勝人 勝勝体 

ができる 人 
戦 戦 

して地域ボランティア 活動ができる 人 
翌 l 」」 麻マ 東西 申 

定 員 40 人 井本生                               
段プく % 安 

受講料無料 ていただく事があ 米 ただし、 ります。 材料費などを 負担し受講料無料 定員 30 人 

申込締切 4 月 3 日 ( 月 ) まで 申込締切 4 月 3 日 ( 月 ) まで   

米 申し込み多数の 場合は 、 未申し込み多数の 場合                     
才出 よ % 星 となります 0 は 、 抽選となります。     

      I*-?1HBe87@@(01B093<2a2)1211 @Mi/WUMR　ffl@/nar-3HB 
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